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any（エニー）とは、ラテン語の「新芸術（=ars nova）」と「山口（yamaguchi）」の頭文字を組み合わせた言葉です。

C O N T E N T S

特集

03 5年分の
アルバムを
のぞいてみよう。
山口情報芸術センター5周年

ピックアップイベント

08 気持ちが高揚する秋
山口情報芸術センター
meets the artist 2008

ツアー・パフォーマンス「山口市営P」
山口の商店街を演劇的視点でめぐる

パフォーマンス公演 「Op.∞」
チェロ×ダンス×テクノロジーのコラボレーション

中原中也記念館

企画展Ⅱ 「美と痛み─大和保男の陶と中原中也」
時を超え、現代の陶芸作家と中也が出会う

山口市民会館

ミュージカル 「サウンド オブ ミュージック」
トラップ一家の歌声がアルプスの山々に響きわたる

12 any通信
◎アーティストボイス 野村 誠 （音楽家）
◎お先に試写しました 「ホウ・シャオシェンのレッド・バルーン」
◎いただきます ケーキセット （カフェレストラン「ティアラ」）
◎GOOD GOODS 「IMAGINARY CHUYA／映像としての中也のことば」DVD
◎My Favorite  足立明男 （山口情報芸術センター館長）

14 イベントカレンダー　10～12月
INFORMATION

平成20年10月1日発行
発行：財団法人山口市文化振興財団
本誌記事の無断転載を固く禁じます。
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アーティストの 
息づかいが聞こえてきそうな 
濃密な空間で味わう身体表現
YCAMは演劇やダンス、パフォーマンス
といった身体を使った舞台作品をライブ
感たっぷりに味わうのに適した施設でも
あります。その理由として客席から舞台ま
での距離が近いこと、ステージの奥行き
が広くダイナミックな表現が可能なこと、
さらに舞台の形を様々に変化できること
があげられます。そういった特性を生か
して、親しみやすい舞台公演から世界的
に評価の高い作品まで地方都市で見る
機会の少ない舞台作品を上演し、様々な
形で身体表現に触れる機会を提供して
います。また、アート事業と同様に国内外
で活躍するアーティストが山口に結集し、
身体表現と映像、音響、照明、メディア技
術とを融合させ、新しい舞台作品を制作。
そこで出来上がったばかりの作品を世界
で初めて上演。他国でも注目を集め、アジ

2
0
0
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三上晴子
（アーティスト／多摩美術大学准教授）

メディアアートの新作を充実した
施設の中で滞在しながら、作品制作
に集中できるYCAMは世界でも稀
な存在である。私たちが2004年に
YCAM で滞在制作した「gravicells
（グラヴィセルズ）」は5月のプレミ
ア展示後、ロッテルダム（オランダ）、
ベルリン（ドイツ）、トリノ（イタリ
ア）、クリテイユ＆モブージュ（フラ
ンス）、リンツ（オーストリア）、ヒホ
ン（スペイン）、ケベック（カナダ）、
カナリア諸島（スペイン領）に招待さ
れ、現在、「オープン・スペース2008」
NTTインターコミュニケーション
センター［ICC］（東京）にて09年3月
まで展示されている。このようにグ
ラヴィセルズは世界9カ国、11の展
覧会に出品し、世界各地の新聞や
雑誌などのメディアで取り上げて
頂いた。そして展示する度に、観客
や関係者からこの作品を制作した 
YCAMへの質問も多く、海外では大
変な興味を持たれ、今後が最も期待
されているアートセンターである。
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プレイベント開始。
山口の街を舞台に、アーティストと市民が共同でアー

トプロジェクトを企画・実施する「山口アートマネジメ

ント隊」を結成。そのほか、市内の様々な場所でシンポ

ジウムや展覧会、ワークショップ、レクチャー、サウン

ドイベントなどをプレイベントとして行った。

●11月１日に山口情報芸術センターがオープン。

YCAMの上空を光線が覆うラファエル・ロサノ＝へメ

ルのプロジェクトと、アルベールビル冬季オリンピック

の開会式を若干30歳で一任された経歴をもつフィリッ

プ・ドゥクフレの国際共同制作による舞台公演など世

界規模の作品が山口で制作され、オープニングを彩る。

●オープン2年目で来館者が100万人を突破。

●アーティスト・三上晴子と建築家・市川創太による滞

在制作作品「gravicells」を発表。山口での公開後、各国

を巡回し、様々な反響を呼ぶ。

●「お父さんの恋」や「ラーメンズ」などが完売御礼。ま

た、若手振付家ジャン＝バティストの新作を山口と東

京で発表した。映画では「真夏の夜の星空上映会」が

スタート。毎年多くの人が見に来る夏の夜の風物詩に

なった。

いつでもアートが 
体験できる場所

YCAMはアート作品が何と言っても特
徴的。メディアアートという近年注目され
るこれらの作品は、コンピュータやネット
ワークを駆使したメディア技術を取り入
れることで、リアルタイムに情報データを
更新させ、鑑賞者が映像や音を変化させ
て楽しむインタラクティブ（双方向性）な
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YCAM
Event
Chronicle

◎クワクボリョウタ 「R/V」展

◎シリーズ科学とアートの対話 #2　「時間旅行」展

◎演劇公演 「お父さんの恋 Family Tale」

◎公演 「山口ラーメンズライブ」

◎内橋和久+UAサウンドパフォーマンス 「path」

◎真夏の夜の星空上映会 「ホテル・ハイビスカス」

◎日独共同創造演劇プロジェクト 「四谷怪談」

◎ワークショップ 「ケータイスパイ大作戦」

◎meets the artist 2005
フタボンコ  オモイデコレクタス活動

◎ジャン＝バティスト・アンドレ ダンス公演
「（HiDDEN FACES／FACES CACHéES／隠された面）」

◎ニナ・フィッシャー＆マロアン・エル・サニ 「Radio Solaris」展

◎カールステン・ニコライ 「syn chron」展　ほか
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観客参加型のものが多いことがあげられ
ます。作品を体験することで、ただ単に楽
しむだけでなく、現代の社会の中で情報
と人とがどのように密接に関わっている
かを学ぶことができます。
しかも、YCAMのアート作品は入場無料。
そのため、誰でも気軽に、そして何度でも
足を運べるようになっています。図書館
に行った帰り道などでも自由に体験する
ことができます。

また、YCAMは新しいオリジナル作品を
制作・発表することに重点をおいていま
す。従来のような美術館とは違い、作品を
買い取りコレクションするということはし
ていません。国内外のアーティストが長
期間山口に滞在して制作・発表するとい
うスタイルをとっており、ここ山口から世
界に向けて作品を次々に生み出していま
す。最近は山口で制作された作品が海外
の大きなアートフェスティバルや美術館
での展示に招かれるなど、世界を巡回し、
国際的に高い評価を得ています。

アやヨーロッパでのツアー公演を行う機
会が増えています。

YCAMと市民をつなぐ 
教育普及

アートとシアター事業の2つの柱と並んで、
教育普及はこれらの作品における新しい
芸術表現と市民とをつなぐ役割を果たす
もう一つの大きな柱と言えます。教育普及
は、メディア技術を用いた新しい表現につ
いて「触れたことがない」、または「もっと知
りたい」と考えている鑑賞者が、より有意
義に作品を楽しめるようサポートし、様々
なプログラムを企画実施してきました。具
体的にはアート展のギャラリーツアーや、
身体表現を主にしたワークショップ、舞台
作品の鑑賞のポイントを茶話会形式でレ
クチャーするシリーズ、子ども向けのワー
クショップなど。また市民がアーティストと
半年から1年という長期間にわたって一つ
のテーマをもとに山口の街を見つめ直す
プロジェクト「meets the artist」シリーズ

◎ダムタイプ
 「Voyages」展／ダンス公演 「Voyage」

◎池田亮司サウンドパフォーマンス
「C4I」「formula［ver.2.2］」

◎山口アートマネジメント隊・team neisy
「そこらへんのコト」展

◎シリーズ科学とアートの対話 #1
三上晴子+市川創太 「gravicells─重力と抵抗」展

◎meets the artist 2004
佐藤時啓 「カメラオブスクラ・プロジェクト」

◎劇団　ダンダンブエノ 演劇公演 「バナナがすきな人」

◎映画上映＋レクチャー
「シリーズ映画史を読み解く」スタート

◎ダンス公演 「Refined Colors」

◎Study of Live works発条ト ダンス公演
「Runnin’ ChorDrive」　ほか

◎山口アートマネジメント隊・
アーティストがまちにやってくる 「出会いの茶話会」

◎藤幡正樹 「Off–Sense」展 （会場：ぱそら）

◎山口アートマネジメント隊・きむらとしろうじんじん
「野点・焼立器飲茶美味窯付移動車」 （会場：市内9カ所）

◎山口アートマネジメント隊・藤 浩志
「ヌイグルミシアター」 （会場：駅通り）

◎ステーション・ハウス・オペラ公演
「ロードメタル・スイートブレット」

◎山口アートマネジメント隊・小山田 徹（team neisy）
「大きな食卓VOL.0手巻きずし」 （会場：旧菜香亭）

◎山口アートマネジメント隊・野村 誠
「野村さんと遊ぼう」 （会場：市内2カ所） 

◎ I・S・O ［一楽儀光・Sachiko M・大友良英］
伊藤篤彦、小島 剛 （会場：常永寺・雪舟庭）　ほか

◎中居伊織 レクチャー+ワークショップ
「streetscape yamaguchi」

◎ラファエル・ロサノ=へメル
「アモーダル・サスペンション～飛び交う光のメッセージ」

◎フィリップ・ドゥクフレ国際共同制作公演 「IRIS」

◎「メディア・ソケッツ～多層なる創造圏」展

◎山口アートマネジメント隊・野村 誠
コンサート「しょうぎ交響曲誕生」

◎コミュニティシネマ山口スタート

◎フランス・ダンス・03公演 「ヘリコプター」「春の祭典」

◎二兎社 演劇公演 「萩家の三姉妹」

◎一人芝居 「イッセー尾形スペシャル in 山口」

◎大友良英 「Solo live」／「ANODE」　ほか

●YCAM教育普及スタッフが県内の小中学校を回り、

動くおもちゃをパソコン上でつくるソフト「モジュロー

ブ」の出張ワークショップを行った。作られた作品は

YCAMでも展示・公開。子どもから大人まで幅広い世

代の来館者が作品に興味を持ち鑑賞した。

◎ドイツ座 演劇公演 「エミーリア・ガロッティ」

◎exonemo
「WORLD B／意識を裏返し、B面をPLAYせよ 」展

◎「MAPPING SOUND INSTALLATION」
（「filmachine」 ほか）展

◎alva noto + ryuichi sakamotoコンサート 「insen」

◎第21回国民文化祭・やまぐち2006メディア芸術祭
「モジュローブ─つくる、つながる、うごきだす」ほか

◎ポール＝アンドレ・フォルティエ
ダンス公演 「30×30」／「1×60」

◎日豪ダンスコラボレーション 「Wanderlust―風来」

◎二兎社 演劇公演 「書く女」

◎公共ホール演劇製作ネットワーク事業
「親指こぞう─ブケッティーノ」

◎「あいのてさんコンサート」　ほか

足立明男
（山口情報芸術センター館長）

YCAMでは、ジャンルや国境を超え
た多文化・他分野の人が集まります。
そういった方々との共同作業という
のは結果的に自分たちの文化を見つ
め直すことになると思っています。
そして、何よりもYCAMはここにし
かないことをやってきているという
誇りと自信があります。それが発信
力につながっているのではないで
しょうか。いま国際的に活躍してい
るアーティストが足しげくYCAMに
来るのはそういった理由からだと考
えます。
YCAMで行うイベントには県外の
参加者や来場者が多く、しかも若い
世代の方が多いのが特徴です。おそ
らく東京や他のどの地域にもない魅
力的かつ高い質の作品をこの施設
が発信しているからでしょう。
私にはときに少々難解な世界もあり
ますが、常にここには新しい刺激が
あるし、知らないことを知る（学習で
きる）という場所でもあるのでなか
なか面白い場だと感じています。

日
々
、Y
C
A
M
か
ら
刺
激
を
受
け
て
い
る

館
長
の
声

Y C A M 　 イ ベ ント ク ロ ニ ク ル

◎カエルの鳴き声が生命のつながりの声だと教えていただいたこと、言葉で言いきれない世界を言葉にしようとした中也の詩の世界など、
　とてもいいことを教えていただきました。 （30代女性　「心平のカエルと中也のカエル」トークイベントより）

◎難しいけれども面白かったです。楽しめるより、考えさせるものでした。アフタートークはとても参考になりました。 （50代男性　ジル・ジョバン「Text to Speech」より）

◎異世界に入った感覚。自分の影もスクリーンに写っておもしろかったです。 （20代男性　「大友良英 / ENSEMBLES」展　作品「quartets」より）

◎衝撃的でした。私にとっては難しかったですが、演じている方々の身体の動きがとても美しかったのが印象に残りました。
　（20代女性　ジル・ジョバン「Text to Speech」より）

◎未知の体験でした。音が出たり、入ったり、ただよったり、音自体がダイナミックに動いているみたいでした。 （20代男性　「大友良英 / ENSEMBLES」展ライブ「Musics」より）

◎おばけ屋敷みたい。ところどころ本当に怖い。あのドラム缶には心臓が止まるかと思った。でも面白い！ （10代男性　「大友良英 / ENSEMBLES」展　作品「orchestras」より）

「アモーダル・サスペンション」「IRIS」    photo: 宮内 勝　（財）神奈川芸術文化財団 「gravicells─重力と抵抗」 「（HiDDEN FACES／FACES CACHéES／隠された面）」 「モジュローブ」
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P R E S E N T

YCAM5周年を記念した切手や、
過去の作品の関連グッズを
プレゼントします。
【申込方法】 ご希望の方は下記のプレゼント番号を明記の上、住所・
氏名・年齢・電話番号・e-mail等の連絡先、今号の「any」の感想をご記
入の上、10月31日（金）までにハガキ（当日消印有効）・FAX・e-mailで
ご応募ください。 ※当選の発表は、発送をもってかえさせていただきます。

●A  YUDA ART PROJECT
切手シート （5名）

●B  カタログ「Mexico」 （1名）
※英・スペイン語バイリンガル

YCAMのオープンを飾った「アモーダル・サス
ペンション―飛びかう光のメッセージ」の制作
アーティスト、ラファエル・ロサノ＝へメルの作
品集。

●C  CD 「しょうぎ交響曲の誕生
～しょうぎ作曲の現在とオーケストラの新潮流」 （1名）

音楽家・野村誠と市民による山口アートマネジ
メント隊・野村チームによって企画されたコン
サート「しょうぎ交響曲の誕生」（2004）で演奏
された曲を収録。
※本誌p.12 「アーティストボイス」参照。

●D  記念日カレンダー　山口市版
「ココにある日常・ソコにある思い出
―山口さんちの365日」 （3名）

長期ワークショップ「meets the artist 2005」
で、アーティストユニット・フタボンコとオモイ
デコレクタス（市民コラボレーター）がたくさん
の人たちから思い出写真を収集し、制作した日
めくり万年カレンダー。

●E  DVD 
「LIFE – fluid, invisible, inaudible ...」 （1名）
音楽家・坂本龍一とアーティスト高谷史郎がサウンドと映像による新たな表
現の試みを行った展覧会「LIFE - fluid, invisible, inaudible ...」（2007）の記
録映像を収録したDVD。

【あて先】 〒753‐0075  山口市中園町7-7

（財）山口市文化振興財団
「YCAM5周年記念プレゼント」プレゼント係
FAX：083-901-2216　e-mail：any@ycfcp.or.jp

■ 11月1日（土）　14:00～16:30

「YCAMコミッションワークの軌跡と展望　～山口発、世界を巡るアート作品～」
［進行］福田 幹（InterLabマネージャー／YCAM）

［パネリスト］千房けん輔・赤岩やえ（アーティスト／exonemo）、藤本隆行（照明家／dumb type）、三上晴子（アーティスト／多摩美術大学准教授）、
四方幸子（シニアキュレータ／ICC）、帆足亜紀（アートコーディネーター）、阿部一直（キュレータ／YCAM）

■ 11月2日（日）　14:00～16:30

「メディアアートとニュープロダクション　～プロダクション・コミュニティの出現と可能性～」
［進行］久保田晃弘（アーティスト／多摩美術大学教授）
［パネリスト］伊藤穰一（クリエイティブ・コモンズCEO）、マルティン・カルテンブルネル（アーティスト）、
フィリップ・トロン（シニアエディター／Make）、福田 幹（InterLabマネージャー／YCAM）

■ 11月3日（月・祝）　14:00～16:30

「発想法を発見する　～アートセンターから発信するもうひとつの教育～」
［進行］鈴木謙介（社会学者）
［パネリスト］阿部初美（演出家）、津田大介（IT・音楽ジャーナリスト）、会田大也（教育普及チーフ／YCAM）

5年間にわたる開催イベントの全記録と、滞在制作によるオリジナル作品を中心に、YCAMのこ
れまでの活動とその成果を一挙に紹介するカタログを現在制作中です。アート・シアターで展開
してきたオリジナル作品に加え、教育普及の活動やYCAMシネマの紹介、さらにアーティストや
評論家によるエッセイやインタビュー、メディアアート用語集などを収録。
本書では、芸術表現の可能性を探求してきたYCAMの軌跡を振り返りながら、アートと情報メ
ディアの「新しい表現の場のあり方」を考えていきます。
発行日が決定次第ホームページ等でご案内します。お楽しみに！

「YCAM作品イベント記録集2003–2008（仮）」
A4変形／日英バイリンガル／価格3,000円（税込）予定

る場所として、徐々に世界から認められ始
めています。そのことは、山口で生み出さ
れた作品が、世界各地を巡回して観客を
あっと驚かせていることからもうかがえる
のではないでしょうか。

これからも成長していく 
YCAM

YCAMはまだ生み出されていない（それ
ゆえにまだ評価が決まっていない）価値
を創造・開拓することに焦点を置いている
施設です。新しい可能性を探求する人々
が集い交流し、今後もYCAMは世界に向
けて最先端の作品を通じて情報を発信
していきます。それと同時に、いつでも体
験できるアート作品や、時に笑い転げ、涙
し、憧れ、驚く舞台作品、すっかりお馴染
みになった週末の映画上映、楽しく学ぶ
ワークショップなど、刺激がいっぱいの
体験の場として、またくつろぎと憩いの場
として愛される施設として、みなさんの訪
問と笑顔をお待ちしています。

をこれまで4回実施。多くの市民が参加し、
創造的な活動に関わることの楽しさを発
見しています。今後は教育機関との連携
による事業や、オリジナルの教育プログラ
ムを研究開発し、YCAMならではの教育
普及プログラムの発信を進めていきます。

アーティストの構想を作品へ。 
制作の現場を支える 
YCAM InterLab

これらアートや舞台作品、教育普及プロ
グラムの研究・制作・発表に大きく貢献
しているのがYCAMの制作部門である
YCAM InterLab（インターラボ）。アーティ
ストが芸術創造活動を行うための制作環
境を整え、最新技術を日々研究開発して
います。アーティストのアイデアや要望を、
高度なメディア技術と優れた情報機器を
フルに使って、作品に実現します。YCAM

はジャンルと国境を超えたアーティストや
エンジニアが集まり、InterLabとの共同作
業を行いながら新しい作品を発信してい
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●総入場者数が300万人を超える。

●坂本龍一とダムタイプの高谷史郎によるアート作品

「LIFE」が、過去最高入場者数を記録。床に座ったり、天

井から吊られた水槽の真下で寝ころんで観るなど自由

に鑑賞。その後、東京で巡回展が行われた。

◎坂本龍一+高谷史郎
「LIFE-fluid,invisible,inaudible ...」展

◎YCAMパフォーマンスラウンジ＃1
チェルフィッチュ 「三月の5日間」

◎meets the artist 2007
吉岡 洋 「編集ワークショップ」

◎「踊りに行くぜ!! vol.8」選考会+公演

◎ 「中原中也のつくり方ワークショップ」+発表公演

◎ダンス公演 「混舞DANCE MIX」

◎「夏休みクリケットワークショップ」

◎白井剛 × 川口隆夫 × 藤本隆行
滞在制作公演 「true/本当のこと」

◎ダブルネガティブス・アーキテクチャー
「Corpora in Si(gh)te」展　ほか
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◎「Select CINE TECTONICS」シリーズがスタート

◎池田亮司 「datamatics」展

◎YCAMパフォーマンスラウンジ#3
まことクラヴ 「事情地域 〈山口編〉」

◎ジル・ジョバン ダンス公演 「Text to Speech」

◎「大友良英 / ENSEMBLES」展

◎YCAM5周年記念シンポジウム

◎meets the artist 2008
高山 明+瀬藤康嗣 「パフォーマンスを作る
パフォーマンスワークショップ+発表公演」 （本誌p.9参照）

◎「ミニマム  インターフェース」展

古川綾子
（山口ユネスコ協会代表）

このセンターの中央公園側の入り
口から、ふと北東の空を見上げると
サビエル記念聖堂の塔が浮き立つ。
なんと幸せな場所なのだろう。館内
に一歩入ると私の気づかなかった
世界を創り出してくれる楽しい空
間がある。
先日、「大友良英／ENSEMBLES」展
を見学。暗室になっているスタジオ
に入る。横になって天井を見る。古
いタンスに水屋、使い込まれた生活
用具など、昔の暮らしを思い出させ
るものが置かれている。当たる光の
スポットの動きが視覚を楽しませて
くれる。流れる音は、ノイズミュー
ジックか、電子音響か。子守唄も聞
かれ、遠い記憶がよみがえる。
以前、ここに、留学生を案内したとこ
ろ、今まで見たことのないような立
派な施設だと感嘆し、新しい山口の
顔を認識したようであった。
芸術は言葉でなく、心で感じる世界。
感性が響き合い結びあう世界なの
である。

Y
C
A
M
の
不
思
議
な
空
間
に
魅
せ
ら
れ
た

市
民
の
声

「ミニマム  インターフェース」展
2008年11月1日（土）～2009年2月8日（日）
12:00～19:00 （土日祝は10:00～）

会場：山口情報芸術センター　館内各所

「YUDA ART PROJECT」
2008年11月21日（金）～12月27日（土）
10:00～20:00 ※作品によって異なります。
会場：湯田温泉地区各所

半場 唯 
（大学生）
主に展覧会の設営・撤去作業の
補助として活躍
サポートスタッフ歴3年

自分にとって刺激を得ることができ
そうな場だと思い、またYCAMに来
られるアーティストの方々にも興味
を惹かれる方が多かったので、すぐ
にサポートスタッフに登録しました。
テクニカルの補助をしてみたいと
思ったのは、坂本龍一さんと高谷史
郎さんの「LIFE」展を見てからです。
できあがった作品はあんなにコンパ
クトでクールなのですが、みなさん
それぞれが驚くほど汗をかいて1つ
の作品を作っています。普段の作業
は本当に正確で細かく、仕事に行く
度に知らない事を教えてもらって
帰ってきます。YCAMスタッフはそ
んな仕事もしてたのか！とよく驚か
されます。
私はいつも失敗ばかりで常に怒られ
ていますが（笑）、失敗しても信頼し
て仕事を頼んでくれるスタッフの方
に感謝しています。
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［料金］無料

アートやデザインの視点からとらえるインターフェー

スの多様性を紹介するグループ展。卓上でオブジェを

自由に動かし、音と映像を操作する新しい電子楽器、観

客が近づくと変化する建築オブジェなど身体感覚に直

接うったえる作品がそろう。

［料金］無料

観光客や市民でにぎわう「湯田温泉」を舞台に、国内外

で活躍する3組のアーティストが作品を展示。人の動

きに反応して変化する光の作品や、足湯を舞台にした

アニメーション作品など、湯田温泉の名所をめぐりな

がら新しい「街」の魅力を体験できる。

YCAM開館5周年記念
シンポジウム
2008年11月1日（土）～3日（月・祝）
会場：山口情報芸術センター　スタジオA
YCAMのこれまでの活動と成果を紹介しながら、専門
家やアーティスト、YCAMスタッフがそれぞれの立場
からディスカッションを行います。
「これからのアートセンターがアートとメディアを素材
にどんなふうに社会と関わることができるのか、また
YCAMが今後どんなアートセンターに成長していくの
か、夢が広がるようなシンポジウムになると思います」
とは、今回のシンポジウムを取りまとめているInterLab
マネージャー福田幹さんの言葉。YCAMの活動を総括
的に知ることができるシンポジウムをお聴き逃しなく!

宮崎幸子 
（社会人）
主に展示の案内係り、
公演のフロントスタッフとして活躍
サポートスタッフ歴4年

展示の案内係では、遠方から足を運
ばれたお客様との出会いや、ふらり
と寄った方が始めはとまどいながら
作品を観ていたのが、「面白い!」とい
う表情や笑顔になって帰られると嬉
しいですね。
舞台公演で印象に残ったのは「混舞
DANCE MIX」。出演者とスタッフが
夜遅くまでリハーサルを重ね、作品
を練り上げる様子をみて、並々なら
ぬ情熱を感じました。
いろんなアーティストに直接話を聞
く機会がありますが、彼らは鑑賞者
の反応をとても知りたがっているよ
うに思います。また何をどう感じて
もいい、観る側の自由と言われます
が、それはほんのちょっとでも相手
に何か届いて欲しいという切実な願
いなのかなという気がして、そのお
手伝いが少しでもできればと思って
います。

YCAMの活動をまとめた
カタログを出版準備中。

◎田原さんは実物の生き物（カエル）を持ち込んでくださり、真実味があった。自然とつきあっておられる謙虚さと自然の生き物への優しい気持ちがわかりました。
　（女性　「心平のカエルと中也のカエル」トークイベントより）
◎ゆっくりのびのび拝見しました。30分くらい眺めてやっと楽しくなってきた。普段は随分あわてて鑑賞しているなと反省しました。
　（30代女性　「大友良英 / ENSEMBLES」展　作品「quartets」より）

※同時通訳あり

【インターフェース】2つのものの間の境界面、接点のこと。コンピュータ用語では、人間とコンピュータをつなぐもの、また接点となるプログラムや機器のこ
とを言います。たとえばマウスやキーボードも、コンピュータと人との間で情報のやり取りを仲介する接点・装置としてあげられるでしょう。今回の「ミニマム・
インターフェース」展ではユニークなインターフェースのアイデアを、映像・写真・建築オブジェ・プロダクトデザイン等で紹介します。

わかる！
キーワード

◎「YUDA ART PROJECT」

◎パフォーマンス公演 「Op.∞」 （本誌p.9参照）

◎珍しいキノコ舞踊団 ×plalaxによる新作ダンス公演

　ほか

「LIFE-fluid,invisible,inaudible ...」 「reac Table」     photo: Xavier Sivecas 「Array」     photo: James Medcraft (UVA)
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◎中也というと四季が有名でよくとりあげられていますが、歴程からの影響があることもよくわかり、新しい発見でした。 （「『歴程』と中原中也」展より）
◎東京でもよく大友氏のライブを観ていますが、こういった贅沢なスペースで行われる事はなかなかないので、山口まで来た甲斐がありました。
　（30代女性　「大友良英 / ENSEMBLES」展ライブ「Musics」より）

◎様々な音が融合して、時にビックリするような音もするけど、不思議と心地いい気分になれる演奏会だった。 （30代女性　「大友良英 / ENSEMBLES」展ライブ「Musics」より）
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野村 誠 （音楽家）
山口情報芸術センター（YCAM）が開館する前のプレイベントのころから何度も山口を訪れている
野村 誠さん。市民で結成された「山口アートマネジメント隊・野村チーム」と一緒に、音楽教室での
交流企画や、アートふる山口でのワークショップ、またオープン時やそれ以後も折に触れYCAMで
コンサートを行ってこられました。野村さん、今度は山口で一緒に何しましょう？

■その他上映作品

「赤い風船」 （1956年／フランス／36分／カラー）

［監督］アルベール・ラモリス　［出演］パスカル・ラモリス、サビーヌ・ラモリス　ほか

風船と少年の交流を描いた童話のようなストーリー。
ラストシーンは愛で溢れている。
※「赤い風船」は絵本としても出版されています。
　（『あかい風船』いわさきちひろ・画／岸田衿子・文／偕成社刊）

「白い馬」 （1953年／フランス／40分／白黒）

［監督］アルベール・ラモリス　［出演］アラン・エムリー、ローラン・ロッシュ　ほか

南フランスが舞台。モノクロながら、馬の躍動感や強さを感じさせる
美しく詩的な作品。

されました。

「アサッテの人」（2007）で群像新人文学賞・

芥川賞をダブル受賞した作家・諏訪哲史と、

展示でも紹介されている中也の友人で安原

喜弘の長男、安原喜秀（東海大大学院客員

教授）、そして「中原中也の『履歴』」で群像

新人文学賞評論部門を受賞した山口県出身

の批評家・山岡賴弘という豪華な顔ぶれが

集い、中也の友情について深く掘り下げて

いきます。あなたにとっての「友情」とは？

2008年10月12日（日）  14:00～16:00
会場：ニューメディアプラザ山口
　　 多目的シアター
［料金］無料
■安原喜秀
　「大都会の庇護者―関口隆克のテープ発見」　
■諏訪哲史　「ダダとポンパとゆやゆよん」
■対談　諏訪哲史 × 山岡賴弘
　「現代作家と中原中也」

◎よくわからないなぁと思っていましたが、わからないなりに楽しませていただきました。
　ダンスをこうして見るのは初めてですけれど、良い「初めて」になったなぁと思います。 （20代女性　ジル・ジョバン「Text to Speech」より）

◎久々に詩の世界に浸り、リフレッシュした気持ちです。草野心平さんの詩の朗読がきけて、よかったです。 （60代女性　「『歴程』と中原中也」展より）

◎とてもユニークで楽しいイベントでした。特に心平のカエルことばの詩と日本語訳の朗読は印象的でした。 （70代男性　「心平のカエルと中也のカエル」トークイベントより）

山口のことを語った 
一癖も二癖もある本。 
フツーの観光本とは違います。
山口情報芸術センターがこの秋刊行するの

は、山口をテーマにした本「ヨロボン」。奇妙

な名前のこの本は昨年YCAMで行われた

meets the artist 2007「編集ワークショッ

プ」で誕生しました。哲学者・吉岡洋との公

開対談やお弁当コンテストの様子、さらに

はプロジェクトに参加した市民コラボレー

ターの超個人的視点のページなど、読み応

えたっぷりの内容です。

「ヨロボンの魅力は何といっても個性のぶつ

かり合い。中国の辮髪みたいな髪型をした

吉岡先生のもとで本を作るというたくらみ

に集まった人達ですから、編集経験もない

くせにみんな本に対して一家言もっていて、

いろんな決め事をするにも意見がすんなり

まとまったためしがない。そんな個性のぶつ

かり合いを無理やりパッケージ化したのが、

このヨロボンです」と話すのは、コラボレー

ターの一人、能勢さん。ちなみにヨロボンっ

て何なのさ、と思われた方は本屋さんに行っ

て背表紙の字をご覧ください。そのまま帰ら

ずご購入もお忘れなく。価格

は1,050円（税込）。全

国の本屋さん

で買えますよ。

自分のすぐ近くにいる 
「友」のことを考えてみたい。
中原中也記念館で現在開催中のテーマ展

示「友情―君と僕との命はかゞり」では、中

也と彼の友人たちとの関係を紹介していま

す。今回、展示にあわせた公開講演が企画

「しょうぎ交響曲の誕生」は、YCAMが開館

する2年前（2001年）から、市民ボランティア

と3年かけて一緒に考えた企画だ。チラシだ

けでなく、本に挿むしおりで宣伝したのも、

市民のアイディアだった。

オーケストラのメンバーも一般公募。作曲する

人も一般公募。企画、演奏、作曲、全てが市民

の手によるオーケストラは、世界初かも。

特に、餅つきとオーケストラの共演は、感動。

ペッタンとつく音と、ヴァイオリンのピチカー

トが何て心地よい。舞台スタッフも餅つきを最

高の照明で演出してくれるし、事務局からは、

餅つきが得意な面々が立候補してくるし。この

ホールの職員は、みんなノリがいい。曲の最後

に、お客さんに餅を振る舞って、しかもライブ

録音をCD化しちゃいました（まだ聴いてない

人、YCAMでも売ってますよー）。

ということで、しょうぎ交響曲が誕生して早4

年。「誕生」の次は、「成長」ですよね。いつか『しょ

うぎ交響曲の成長』というコンサートを山口で

やりたい、と原稿を書きながら、思いついた。

「誕生」の次は、「成長」ですよね。

野村 誠　NOMURA Makoto

1968年生まれ。京都在住。作曲家・鍵盤ハーモニカ奏者・ピア
ニスト。鍵盤ハーモニカでの路上演奏や老人ホームでの共同
作曲など、コンサートホール以外での音楽活動も積極的に行
う。また音楽にとどまらず美術・演劇と幅広い分野で活躍して
いる。11月19日（水）頃に、山口駅通りのスタジオイマイチで
鍵盤ハーモニカのコンサートを行う予定。
詳しくはhttp://imaichi.net/をご覧ください。

コンサート
「しょうぎ交響曲の誕生
～しょうぎ作曲の現在とオーケストラの新潮流～」
2004年1月18日（日）
会場：山口情報芸術センター　スタジオA

複数の人が将棋を指す
ように楽器やおもちゃな
どで順番に音を出し、絵
や文字で楽譜を作って
いくオリジナル作曲法
「しょうぎ作曲」を用い

たワークショップを山口で開催。そこで作られた楽譜
をもとに誕生した「しょうぎ交響曲」のお披露目コン
サートが、YCAMオープン直後に行われた。演奏の途
中、舞台上で餅つきをしたり、紅白饅頭をお客に配る
など観客の度肝を抜く演出が話題を呼んだ。

台湾の名匠ホウ・シャオシェン監督が、ア

ルベール・ラモリスの名作「赤い風船」に

オマージュを捧げた「ホウ・シャオシェンの

レッド・バルーン」。パリに住む母子と中国

人ベビーシッターの交流や日常を淡々と

綴っているだけなのに、美しいシーンの連

続にぐっと引き込まれてしまった。例えば、

ガラスに映り込む景色や木々の影…。それ

は誰しもが、日常的に何かのはずみで気が

付く美しさにも似ている。

空にふわふわと浮かんでいく赤い風船は、

まるで登場人物たちを見守っているかのよ

うで、じんわりとした優しさと幸福感を感

じさせてくれる。そんなふうに、穏やかな時

間の流れと共に、様々な感情がスクリーン

を通して心地よくわき上がってくるのだ。

観光地だけでなく、路地・遊技場の日常的な

パリも登場。ちょっと旅に出かけたい気分

になった。

同時期に上映する「赤い風船」と「白い馬」

は、かの淀川長治さんも賞賛。こちらもあわ

せて是非ご覧ください。
（作品への愛が溢れる淀川さんのレビューは、パンフレットに掲載）

松冨淑香 （YCAM シネマ担当）

「ホウ・シャオシェンのレッド・バルーン」
（2007年／フランス／113分／カラー）

スタジオAのロビーにある階段を3階まであがる途
中でみえる風景。赤と黒の色のコントラストや、赤
い壁面と交差するブリッジ、また黒の梁との平行線、
その奥の中庭につながるパースなど建築空間の立
体感がみていて飽きない。

足立明男 （山口情報芸術センター館長）

12月5日（金）～7日（日）
※上映開始時間はお問い合わせください。

会場：山口情報芸術センター　スタジオC

［料金］ 一般 1,000円　　any会員／学生 800円
 ジュニア(18歳未満 )／シニア（65歳以上）
 障害者／介護の同行者１名 500円
［監督］ ホウ・シャオシェン
［出演］ ジュリエット・ビノッシュ、
          イボリット・ジラルド　ほか

セットでお願いします。
出てきた瞬間に思わず驚きの声がもれる。「わ
お！！」シフォンケーキにチーズケーキ、アイスク
リームにコーヒーゼリーと盛りだくさんなんです
もん。それもひとつひとつが大きいときた。思わ
ずにんまり。「アイス以外は手作りで、卵は秋川牧
場から取り寄せたり、チョコレートも独自に調合
したりと、素材と味にこだわっています」とお店
の人。なるほど、この素朴なやさしい味わいはそ
こからくるのか。シフォンケーキにアイスを乗せ
れば、これまた格別。甘過ぎず口の中でほろりと
ほどける軽さに、気がついたらペロリといただい
ちゃいました。

カフェレストラン「ティアラ」
山口市中央2-5-1（山口市民会館横）
TEL.083-928-2868
営業時間：10:00～20:00　不定休

映像と言葉がからみあう。
詩人・中原中也の遺した言葉や文章から、コンテ
ンポラリーアート、実験映像、アニメーション、ダ
ンスなど多様なジャンルのアーティスト７組が、
自由にイメージを展開し、7つの映像作品に仕上
げたDVD。おしゃれなデザインが目を引くこの
パッケージの中には、他に制作アーティストに
行った座談会やインタビュー、論文などを収録し
たブックレットも入っています。山口情報芸術セ
ンターと中原中也記念館、あるいはネットからも
購入ができます（詳しくはhttp://www.ycam.jp/ 

の「ショップ」をご覧ください）。

価格：2,000円（税込）　　A5版／32P／カラー
参加アーティスト：大木裕之、off nibroll、木村友紀、
高嶺 格、布山タルト、堀家敬嗣、前田真二郎

DVDブックレット

「IMAGINARY CHUYA/
映像としての中也のことば」

GOOD GOODS

ケーキセット（コーヒー付）
1,000円（税込）

◎コンテンポラリーダンスは何度見ても、さまざまな表現や考え方、感じ方があるのだと思います。
　「これっ！」というはっきりしたものがないので、何度でも見てみたくなります。 （20代女性　ジル・ジョバン「Text to Speech」より）

◎見る角度によってプレーヤーがみえにくくなることでプレーヤーの存在が濃くなったり、薄くなったりするような感覚が素敵でした。
　（20代男性　「大友良英 / ENSEMBLES」展　作品「quartets」より）

ようやく暑熱が過ぎ、気持ちよい風を
感じるようになりました。
秋の気配が濃密になるこの季節、
みなさんはいかがお過ごしでしょうか？
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◎初めての世界に触れた感じです。無料でこのような体験ができたことに驚いています。 （30代男性　「大友良英 / ENSEMBLES」展　作品「quartets」より）

◎2人の対談としてすこぶるおもしろい。この大友展がYCAMでないとできないということがよくわかる対談でしたよ。
　（40代男性　「大友良英 / ENSEMBLES」展　大友良英＋高嶺格ギャラリートークより）

◎1970年代～80年代初期の世界を表現していて、生まれていないにも関わらず懐かしい気持ちになりました。すばらしい！ （10代女性　「大友良英 / ENSEMBLES」展　作品「orchestras」より）




